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北海道網走市能取湖で採集されたキセルハゼ

向井貴彦 1・伊藤太亮 2・松井彰子 3

Two specimens of Gymnogobius cylindricus (Tomiyama, 
1936) were collected from Lake Notoro in Abashiri, Hokkaido, 
Japan. This species has previously been recorded only from 
brackish water tidal flats in western Japan and Korea. Collected 
specimens (male, 54.2 mm standard length; female, 55.5 mm 
standard length) represent the northernmost and easternmost 
records, located far from their known distribution range. Their 
morphological features (meristics, cephalic sensory canal pore 
distributions and body coloration) are consistent with those of 
previous specimens of the species. Genetic analysis revealed that 
the newly collected specimens had nearly identical mitochon-
drial Cytb sequences (1183bp) as those of G. cylindricus from 
western Japan. Our findings suggest that the species may have 
been dispersed by the Tsushima and Soya warm currents from 
western Japan to northern Hokkaido, indicating the possibility of 
hidden habitats along the route.
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 Abstract

キセルハゼGymnogobius cylindricus (Tomiyama, 1936)は，

河川の河口干潟や前浜干潟に生息するハゼ科ウキゴリ属の

汽水性魚類であり，環境省版レッドリストにおける絶滅危

惧 IB類（EN）とされている（乾，2015；環境省，2020）．

本種は，1993年以前は同属のクボハゼ G. scrobiculatus 

(Takagi, 1957)と混同されていたが，兵庫県赤穂市の千種

川河口で両種が同所的に採集されたことで，それぞれ別種

であることが明らかになった（鈴木・増田，1993）．その後，

本種が瀬戸内海沿岸から福岡県の日本海側，および有明海

沿岸に分布することが明らかになるとともに（鈴木ほか，

2006），生息環境の特徴や採集方法についての知見が蓄積

したことで（乾，2015；乾・小山，2014），伊勢湾（乾ほか，

2007；川井田・木村，2022），三河湾（荒尾，2008；鳥居，

2024）においても分布が確認されるようになった．また，

韓国の黄海沿岸においても，シラスウナギ漁で採集された

個体が記録されている（Kim et al., 2013）．

これまでの報告では，本州以北の日本海沿岸や中部地

方より東の太平洋沿岸におけるキセルハゼの分布は確認さ

れておらず，本種は西日本から韓国の干潟にのみ分布する

と考えられてきた．しかし，2024年 7月に北海道網走市

のオホーツク海沿岸にある能取湖で，本稿の著者の一人（伊

藤）によってキセルハゼが採集された．これは，既知のキ

セルハゼの分布域を著しく広げる記録となるため，ここに

報告する．

材料と方法
採集は 2024年 7月 6日と 7日の大潮の干潮時（昼 12

時頃）に，北海道網走市能取湖で徒手およびタモ網を用い

て行った．底質は砂泥でスナモグリ属 Neotrypaea sp.の巣

穴が多く見られた．天気は 6日が快晴，7日が晴れで，採

集時の水深は約 10 cm，水温は 27℃（満潮時のほぼ同地点

は 22℃），塩分は 34 psuだった．採集した個体は生かした

状態で研究室（岐阜大学）に送付し，FA-100（物産アニマ

ルヘルス株式会社）で麻酔した後，DNA解析用に右胸鰭

を 99.5%エタノールで保存し，魚体は 10%中性ホルマリ

ンで固定した．ホルマリン固定後は，70%エタノール中

に移して保存し，各部の計測・計数や観察を行った．計測・

計数は中坊・中山（2013）に従い，頭部感覚管開孔の名称

は明仁ほか（2013）に従った．計測はデジタルノギス（株

式会社ミツトヨ CD67-S15PM）を用いて 0.01 mm単位で計

測し，小数点以下第 2位を四捨五入して記録した．鰭条数

はデジタルカメラ（オリンパス社 E-M5III）にマクロレン

ズを装着して撮影し，画像をパソコンモニタ上で拡大して
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計数した．頭部感覚管開孔と生殖突起の観察は双眼実体顕

微鏡を用いて行った．

DNAの塩基配列の決定には，本研究の能取湖産に加

えて，大阪市立自然史博物館において DNA解析用に

保存されていた熊本県産キセルハゼ 4個体（OMNH-P 

39600–39603）と岡山県産 1個体（OMNH-P 44591），お

よび，2024年 12月に採集された愛知県三河湾産 1個体

（OMNH-P 53327）の鰭の一部を用いた．塩基配列の決定

は，佐々木ほか（2023）と同様の方法で，ミトコンドリ

ア DNA（mtDNA）の Cytochrome b遺伝子（Cytb）のほぼ

全長について行った．PCRおよびサンガーシーケンスの

プライマー対は，佐々木ほか（2023）と同じ L14736（5′- 

AAY CAC CGT TGT AAT TCA ACT A-3′） と H15973（5′- 

TTG GGA GCT AGG GGT GGG AGT T-3′）を用いた．比較

のために，クボハゼ（三重県尾鷲市産），チクゼンハゼ G. 

uchidai (Takagi, 1957)（千葉県木更津市産），シマウキゴリ G. 

opperiens Stevenson, 2002（山形県鶴岡市産）の Cytochrome 

b遺伝子の塩基配列も同様に決定した．

決定した塩基配列については，国際塩基配列データベー

ス（INSDC）に登録されているデータとの相同性を NIH

の Blastn (URL)を用いて検索した．また，本研究で塩基配

列を決定したキセルハゼ，クボハゼ，チクゼンハゼ，シ

マウキゴリに加えて，INSDCに登録されているウキゴリ

属の Cytochrome b遺伝子の塩基配列から，1,000bp以上の

長さのものを選択してダウンロードし，MAFFT (Kuraku et 

al., 2013; Katoh et al., 2019）を用いてアライメントした後，

MEGA11（Tamura et al., 2021）を用いて近隣結合法による

系統樹の推定を行った．

Gymnogobius cylindricus (Tomiyama, 1936)

キセルハゼ
（Fig. 1; Table 1）

標本　いずれも北海道網走市能取湖，伊藤太亮採集．
OMNH-P 53325，1個体，雄，54.2 mm SL，64.2 mm TL，2024

年 7月 6日採集；OMNH-P 53326，1個体，雌，55.5 mm SL，

69.4 mm TL，2024年 7月 7日採集．

同定　採集された 2個体の標本は，背鰭鰭条 IV-I, 12，

臀鰭鰭条 I, 9–10，胸鰭鰭条 17，頭長／体長比 28.0–28.2%

であった．いずれの個体も，頭部はやや縦扁し，体は円筒

Fig. 1. Fresh specimens of Gymnogobius cylindricus collected from Lake Notoro, Abashiri, Hokkaido, Japan (A: OMNH-P 53325, 
male, 54.2 mm SL, on 6 July 2024; B: OMNH-P 53326, female, 55.5 mm SL, on 7 July 2024).

https://blast.ncbi.nlm.nih.gov/Blast.cgi
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状で細長く，上顎後端は眼の後縁を大きく後方に越え，上

顎は下顎より前方に突出していた．頭部感覚管には開孔

C′，D（単一），F′，があり，頤の皮弁は後方につながって

いた．臀鰭は第 2背鰭第 3から第 4軟条基部直下に始まり，

最終軟条基部直下で終わっていた．雄は第 1背鰭と第 2背

鰭の間隔がやや狭く，生殖突起は太短く先端は尖っており，

雌は第 1背鰭と第 2背鰭の間隔が雄よりも広く，生殖突起

はやや円筒状で先端の開孔が明瞭であった．

また，生鮮時の色彩として，頭と体の背面には細かな

褐色斑が密に散在し，体側中央には不定形な暗色斑が並ん

でいた．背鰭と尾鰭には明瞭な点列があるが，尾鰭の点

列は上方 2/3程度までで，下方には目立った斑は見られな

かった．腹部は白色だが，体側下部は黄色を帯びており，

雌は黄色が強く現れ，頭部が黒ずむ婚姻色を呈していた．

これらは，鈴木ほか（2006）がキセルハゼと同属の近

似種の区別に重要とした特徴であり，原記載の Tomiyama 

(1936)のほか，これらの形質についての記載のある鈴木・

増田（1993），Stevenson (2002)，鈴木ほか（2006），乾ほか

（2007），荒尾（2008），川井田・木村（2022）とよく一致した．

Kim et al. (2013)における韓国産標本の胸鰭鰭条は 19であ

り，本報告などの日本産よりやや多かった．

DNAの塩基配列　網走市能取湖産 2個体と，比較に用

いた愛知県産 1個体，岡山県産 1個体，熊本県産 4個体

のキセルハゼについて，Cytb遺伝子から tRNA-Thr遺伝子

までの 1183bp（Cytb 1123bp + tRNA-Thr 58bp）を決定し，

INSDCに登録した（登録番号 LC859616– LC859623）（Table 

1）．Blastnによる INSDCのデータベース検索では，Ito et 

al. (2022)におけるキセルハゼの Cytb遺伝子の部分塩基

配列（836bp，LC577183–LC577186）との相同性が最も高

かった（98.56–99.16%）．データベース上の他のウキゴリ

属および近縁属（アゴハゼ属 Chaenogobius，ミミズハゼ属

Luciogobius，および Gillichthys）の種の Cytb遺伝子との相

同性は 85%以下だった．

本研究で決定した 8個体のキセルハゼの 1183bpの塩基

配列から 5種類のハプロタイプが確認された．熊本県産 3

個体（OMNH-P 39600, 39601, 39602）および熊本県産と岡

山県産各 1個体（OMNH-P 39603, 44591）はそれぞれ同じ

ハプロタイプであり，残り 3個体（能取湖産 2個体と愛知

県産 1個体）は，個体ごとに異なるハプロタイプだった．

ハプロタイプ間の塩基配列の差異は小さく，5種類の

ハプロタイプ間で 1–5塩基の違い（p-distance 0.09–0.45%）

であった．能取湖の 2個体のハプロタイプは 2塩基の違

いであり，その一方である能取湖の OMNH-P 53326のハ

プロタイプは，岡山県産（OMNH-P 44591）と熊本県産

（OMNH-P 39603）で共有されていたハプロタイプと 1塩

基の差異しか見られなかった．これらのキセルハゼの塩基

配列と，本研究で塩基配列を決定したクボハゼ，チクゼン

ハゼ，シマウキゴリの塩基配列（LC859613–LC859615）お

Fig. 2. Neighbor-joining tree of Gymnogobius cylindricus col-
lected from Lake Notoro in Abashiri, Hokkaido (OMNH-P 
53325 and 53326), and Honshu and Kyushu, Japan (OMNH-P 
39600–39603, 44591 and 53327), along with 8 other Japa-
nese species of Gymnogobius, constructed using mitochondri-
al DNA cytochrome b sequences (1122 bp). Genetic distance 
given as p-distance. Numbers on nodes represent bootstrap 
probabilities (>70%) of 1,000 resamplings. Accession num-
bers of nucleotide sequences of G. cylindricus are listed in 
Table 1, and those of other included species provided in pa-
rentheses.

Table 1. Specimens of Gymnogobius cylindricus using for mtDNA analysis.

Voucher specimen Collection Date Prefecture Locality Sequence length (bp) Accession No.
OMNH-P 53325 2024-07-06 Hokkaido Lake Notoro 1183 LC859616
OMNH-P 53326 2024-07-07 Hokkaido Lake Notoro 1183 LC859617
OMNH-P 53327 2024-12-29 Aichi Yahagi R. 1183 LC859623
OMNH-P 44591 2015-05-03 Okayama Kasaoka 1183 LC859622
OMNH-P 39600 2013-10-02 Kumamoto Kuma R. 1183 LC859618
OMNH-P 39601 2013-10-02 Kumamoto Kuma R. 1183 LC859619
OMNH-P 39602 2013-10-02 Kumamoto Kuma R. 1183 LC859620
OMNH-P 39603 2013-10-02 Kumamoto Kuma R. 1183 LC859621
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よび既存のウキゴリ G. urotaenia (Hilgendorf, 1879)，スミ

ウキゴリ G. petschiliensis (Rendahl, 1924)，イサザ G. isaza 

(Tanaka, 1916)，ビリンゴ G. breunigii (Steindachner, 1880)，

ニクハゼ G. heptacanthus (Hilgendorf, 1879)の Cytb遺伝子

の塩基配列（KF415593, AP017651, LC739183, LC756984, 

LC756985）（Agorreta et al., 2013；佐々木ほか，2023; Kura-

bayashi et al., unpublished; Song et al., unpublished）との間の

差異は著しく大きく，比較に用いたすべての塩基配列で

相同な 1122bpの塩基配列のうち 182–205塩基が異なって

おり，p-distanceで 16.2–18.3%の違いがあった．これらの

塩基配列の差異を元に推定した近隣結合樹を Fig. 2に示し

た．

分布　本種は日本および韓国に分布する（鈴木・増田，
1993; Stevenson, 2002; Kim et al., 2013；乾，2015）．日本国

内では，三河湾（荒尾，2008；鳥居，2024），伊勢湾（乾ほか，

2007；川井田・木村，2022），瀬戸内海（鈴木ほか，2006; 

Inui et al., 2018），福岡県日本海側（鈴木ほか，2006），有

明海（鈴木ほか，2006），八代海（Koyama et al., 2017；赤

松ほか，2020），対馬（明仁ほか，2013），および五島列島（明

仁ほか，2013）から報告されている．本研究により北海道

網走市のオホーツク海沿岸の能取湖からも記録された．

考　　察
本研究において，既知の分布域から大きく離れた北海

道オホーツク海沿岸の能取湖からキセルハゼと同定される

標本が採集された．これまで知られていたキセルハゼの分

布域は，太平洋側は愛知県三河湾以西，日本海側は福岡県

以西であり，そこから能取湖は直線距離でも 1,000 km以

上離れている．しかし，今回採集された標本は，既知の

日本産キセルハゼの特徴（Tomiyama, 1936；鈴木・増田，

1993; Stevenson, 2002；鈴木ほか，2006；荒尾，2008；川井田・

木村，2022）とよく一致しており，mtDNAの塩基配列も

本州および九州産とほぼ同じであったことから，類似した

別種の可能性は考えられない． 

既知の分布域から地理的に大きく離れた分布記録は，

淡水魚の場合は人為的移入が疑われることが多い（松沢・

瀬能，2008；日本魚類学会自然保護委員会，2013；伊藤ほ

か，2023）．しかし，キセルハゼは海水に近い塩分の環境

に生息する汽水魚であり（乾，2015），海流による長距離

分散が生じる可能性もあるため，自然分布の可能性も考え

られる． 

魚類の人為的移入は，意図的なものとして公的な水産

資源の放流，釣り等を目的とする私的放流，観賞用の飼育

魚の放流などが知られているが（日本魚類学会，2018），

キセルハゼは水産資源としての利用は無く，釣りの対象に

もならず，一般的には観賞魚として流通していない．干潟

のハゼ類の愛好家が本州以西で採集したキセルハゼを北海

道で放流する可能性も皆無ではないが，そうした干潟のハ

ゼ類の愛好家による放流事例はこれまで知られておらず，

考えにくい．

また，魚類の非意図的な移入としては，水産放流へ

の混入や貨物船のバラスト水への混入が知られている

（川井・福代，2007；日本魚類学会，2018）．能取湖の

水産業の対象はホタテガイ Mizuhopecten yessoensis (Jay, 

1857)，ヤマトシジミ Corbicula japonica Prime, 1864.，ワ

カサギ Hypomesus nipponensis McAllister, 1963，シラウオ

Salangichthys microdon (Bleeker, 1860)，クロガシラガレイ

Pseudopleuronectes schrenki (Schmidt, 1904)とされており，

いずれも他地域で採捕した天然種苗ではなく，人工種苗の

生産放流とされている（浜プラン，2025）．そのため，本

州以西のキセルハゼの水産放流種苗への混入は考えにく

い．クロダイ Acanthopagrus schlegelii (Bleeker, 1854)など

の釣り餌として販売されるアナジャコ属 Upogebia spp.や

スナモグリ属へのキセルハゼの混入の可能性も考えられ

るが，これまでのところ釣り餌として販売されている生

物へのキセルハゼなどのウキゴリ属の混入は知られてい

ない（斉藤ほか，2011；斉藤，2020）．バラスト水による

ハゼ類の人為的移入と考えられる事例は，黒海やカスピ

海からバルト海や北米五大湖への Neogobius melanostomus 

(Pallas, 1814) の侵入（Kornis et al., 2012）や，日本など

からアメリカ太平洋岸やオーストラリアなどへのマハゼ

Acanthogobius flavimanus (Temminck and Schlegel, 1845)やア

カオビシマハゼ Tridentiger trigonocephalus (Gill, 1858)の侵

入（Hoese, 1973; Haaker, 1979），アメリカ太平洋岸へのシ

モフリシマハゼ T. bifasciatus Steindachner, 1881やショウキ

ハゼ T. barbatus (Günther, 1861)の侵入（Matern and Fleming, 

1995; Matern et al., 2002），ニュージーランドへのモヨウハ

ゼ Acentrogobius pflaumii (Bleeker, 1853)の侵入（Francis et 

al., 2003）などが知られている．能取湖から約 15 km離れ

た網走港は国際貨物船に対応しており，石炭などの輸入と

小麦などの輸出が行われているが（北海道，2025；国土交

通省北海道開発局，2025），ウキゴリ属やその近縁属のバ

ラスト水による移入事例はこれまで知られておらず，バラ

スト水によるキセルハゼの侵入は考えにくいように思われ

る．

北海道のキセルハゼが自然分布だった場合，海流によ

る偶発的な長距離分散による可能性と，日本沿岸に未発見

の生息地が広く存在する可能性が考えられる．海流による

長距離分散の場合，太平洋沿岸を流れる黒潮は関東地方沖

から東の太平洋中央部へと向かうため，仔稚魚が北海道へ

到達することはないと考えられる．しかし，日本海沿岸

は，対馬暖流の水塊が九州から北海道北端の宗谷海峡を越

えて，網走湾まで到達することが知られている（Takizawa, 

1982）．そのため，対馬暖流によって仔稚魚が分散した場合，
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九州北部からオホーツク海沿岸の網走市まで到達すること

も考えられる．しかし，本研究では，雌雄のキセルハゼが

採集されており，現地ではそれらに加えて複数の個体が目

視確認されていることから（伊藤，未発表），遠隔地から

偶発的に辿り着いた死滅回遊ではなく，能取湖に個体群と

して定着していると考えられる．また，九州から対馬暖流

による仔稚魚の輸送が生じているならば，途中にまったく

個体群を定着させることなく，暖流の終着点に近い能取湖

にだけ定着するとは考えにくい．

キセルハゼは，通常の魚類の採集方法では捕獲の難し

い魚種であり（乾・小山，2014），Tomiyama (1936)が広島

県産の標本を元に記載して以来，鈴木・増田（1993）が兵

庫県赤穂市で採集するまで 50年以上標本が得られていな

かった．キセルハゼは，干潟のアナジャコ類などの生息孔

を生息場や産卵場として利用しているため（Koyama et al., 

2017），主な採集方法は，遠浅の干潟で，アナジャコ類の

生息孔が高密度で見られる潮間帯下部の砂泥底を，スコッ

プやシャベルを用いて 50–80 cmほど掘り返すこととされ

ている（乾，2015）．そのため，スコップでの穴掘りが可

能な干潟の発達する潮位差の大きい環境に記録が偏ること

になったと考えられる．また，そうした干潟における採集

記録が蓄積することによって，キセルハゼは遠浅の干潟に

特有のハゼ類という思い込みが生じた可能性もある．

また，キセルハゼと同様に無脊椎動物の生息孔を利

用するハゼ類の中で，タビラクチ Apocryptodon punctatus 

Tomiyama, 1934は，和歌山県以西の太平洋岸，瀬戸内海，

山口県から九州北部の日本海側，有明海といった西日本

の泥底の干潟に分布するとされていたが（鈴木・和田，

1999；鈴木，2003；吉郷，2003），松井ほか（2011）は，

干潟の発達しない京都府舞鶴湾の水深 3 m前後の砂泥底に

おいてタビラクチの生息地を発見している．したがって，

キセルハゼも日本海側の内湾や汽水湖の砂泥底に分布して

いる可能性は十分に考えられる．さらに，ロシアにおいて

も，Pinchuk (1984)はピョートル大帝湾よりキセルハゼを

報告している．Pinchuk (1984)のキセルハゼ標本はすでに

失われたとされているため（Stevenson, 2002），実際にキ

セルハゼだったかどうかは明らかではないが，九州から北

海道のオホーツク海沿岸までキセルハゼの分布域があると

するならば，ロシアの日本海沿岸にもキセルハゼが分布す

る可能性は十分にあると考えられる．
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